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危機等発生時対処要領（2026 年度版） 

2026 年 4 月改定 

 

状況別対応フローチャート１ 

≪地震が発生した場合≫ 

 

１．生徒に安心できるような言葉掛け、姿勢を低くして落下物から身を守るように具体的に指示する。 

（机の下にもぐらせる。机がない場合は部屋の中央で頭をカバンや手で覆う） 

２．全館放送により、地震の発生を知らせる。 

３．職員はできるだけ速やかに戸やサッシ等を開けて避難口を確保する。 

４．揺れが収まったら、生徒を屋外に避難させるとともに、負傷者がいないか、声を掛けながら確認す

る。 

５．教職員及び生徒の状況（怪我人等）を管理者が集約して校長に報告する。 

６．施設内には安全が確認できるまで立ち入らないようにする。 

７．課外活動で地震が起きた場合 

  基本手順は同じ 

 【追加】 

  ①できるだけ塀や建造物から遠ざけ、しゃがんで揺れの収まるのを待つ。 

  ②ブロック塀・自動販売機・屋根瓦・ガラス・看板その他の落下及び転倒物に注意する。 

  ③携帯電話で管理者に連絡を入れ、情報を収集するとともに指示を仰ぐ。 

   連絡がつかない場合は、現場責任者の判断で行動する。 

  ④ ≪事前調査≫ 

地震が発生した場合の安全な場所の確認をしておく。 

⑤ ≪活動中≫ 

施設の管理者の指示に従い、安全な場所に避難する。 

⑥ ≪施設滞在中≫ 

施設の管理者の指示に従い、安全な場所に避難する。 

８．この先はマニュアルに沿って対応 

 

 

 

状況別対応フローチャート２ 

≪火災が発生した場合≫ 

１．火災発生 

周囲への周知⇒報告⇒連絡（放送）・通報⇒避難誘導・初期消火 

 

（１）火災を発見した第一発見者は、大きな声で周りの職員に知らせる。 

（２）知らせを受けた職員は、速やかに校長及び他の職員に火災の発生を知らせ、消防署へ通報する。 

（３）第一発見者及び知らせを聞いた職員は、可能な限り初期消火に努める。 

（４）生徒を避難誘導し、生徒の人数把握及び校長への報告をする。 

２．この先はマニュアルに沿って対応 
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危機等発生時対処要領 

状況別対応フローチャート３ 

≪校内で事象・事故が発生した場合≫ 

 

 

       ① 発生時の状況及び怪我の程度を把握する。 

 

       ② 周囲の職員に声をかけ、協力を求める。 

 

       ③ けがの状況を把握し、適切な応急処置を施す。 

 

       ④ 速やかに校長・副校長等へ事故状況を報告する。 

 

       ⑤ 総務職員又は担任は、状況を把握し記録する。 

 

       ⑥ 校長を交え、職員室にいる職員と急をようするかどうか 

         の判断をする。 

 

       ⑦ 重篤な症状の場合は、直ちに救急車を要請する。 

 

       ⑧ 緊急を要さない場合は、保護者と相談する。 

 

       ⑨ 保護者に、発生状況と怪我の程度を伝える。 

 

       ⑩ 保護者に、事故の発生状況・医療機関の診察・結果・ 

         今後の受診の有無を正確に説明し理解を求める。 

 

       ⑪ 生徒の復帰後は、担任だけでなく、他の教職員も生徒 

         を観察し、変化があれば校長・副校長に報告する。 

 

       ⑫ 「報告書」を作成する。 

 

       ⑬ 発生の状況分析を行い、今後の事故防止対策などに 

         ついて全職員で確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発生 

 ①第１発見者 

 他の職員  他の職員 

 ③応急処置 

 校長・副校長等 

 総務職員等 

 

⑥
判
断 

 ⑦救急 119 番 

 ⑧かかりつけ医 
の受診 

 ⑨保護者に緊急連絡 

 ⑩保護者への報告 

 ⑪生徒の復帰 

 ⑫事故報告書の作成 

 ⑬職員会議（反省会） 

 ②声かけ  ②声かけ 

 

④
報
告 

 ⑤記録 
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危機等発生時対処要領 

状況別対応フローチャート４ 

≪AED を用いた心肺蘇生の流れ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

                

        

             

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なし  あり  反応はあるか？ 

119 番通報・AED 依頼  必要な応急手当 

 人が倒れている 

 周囲の安全確認 

回復体位 

注意深く見守り続ける 

 気道確保 

 普段通りの息があるか？ 
 あり 

なし 

人口呼吸（２回） 

 心肺蘇生 

・胸骨圧迫:人工呼吸（30:2 の割合） 

・胸骨圧迫は、強く（4～5cm 沈むまで） 

 AED 到着 

・まずは電源オン 

・メッセージ通りに行動する 

  

＜生徒の場合＞ 

胸骨圧迫は、胸の厚みの３分の１ 

傷病者に触れない 

（心電図の自動解析） 

 

 除細動実施（電気ショック） 

ショックが必要 

・直ちに心配蘇生再開 

２分間心配蘇生 

ショックが不要 

２分毎に 

自動解析開始 

救急隊に引き継ぐか、何らかの応答や目的のある仕草が出現するか、普段通りの息をし始めるまで続ける 

＜回復体位＞ 

下あごを前に出し、上側の手の甲に

溺者の顔を乗せる。上側の膝を約

90 度曲げて、溺者が後ろに倒れな

いようにする。 
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危機等発生時対処要領 

状況別対応フローチャート５ 

≪不審者が侵入した場合≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・再び侵入しないか、不審者が見えなくなるまで観察する。 

 ・不審者が周辺をふらついていないか巡視する。 

 ・校長に報告する。 

 

 ・校長を含め、複数の職員で応対する。 

                           ・警察に連絡し、対応を求める。 

 

 ・直ちに警察に通報する。 

 ・警察が到着するまでは、不審者を落ち着かせるよう丁寧に対応する。 

その際、万が一に備え、不審者との距離を保つようにする。 

 ・職員全員に、不審者情報を伝達するとともに、生徒を屋内の安全な場所に避難させる。 

 ・生徒に危害を加える恐れがある場合は、身近な道具を活用し、不審者を捕獲又は対峙する。 

 

関係者以外の立ち入り 

声掛けをする。例「何かご用ですか」「受付までお願いします」 

受付窓口に案内する 

退去を求める 

理由なし 

理由あり 
正当な 

理由が？ 

再び侵入 

したか？ 

侵入しない 
対応１ 

退去した 

退去しない 侵入した 

危害を加え 

る恐れは？ 

恐れなし 
別室に誘導 対応１ 

退去した 

誘導に 

従ったか？ 

誘導に従った 

対応２ 

誘導に従わない 恐れあり 

対応３ 

＜対応１

＜対応２＞ 

＜対応３＞ 
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